
64　　第 2章　生体の物質的基礎
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この途中の過程でドリコールリン酸から
アスパラギンへの糖鎖の転移が起こる。

ここまでは細胞内小胞体
以下はゴルジ装置

N-グリコシル化糖タンパク質

P-ドリコール
　ドリコールは脂質の1種ポリイソプレンをもつ長鎖アルコールである。
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ドリコールの構造は
以下の挿入図参照

図2-Ⅳ-10　N結合型糖鎖の合成
カラーと記号については前図参照。


